
FP 緑 白 緑 FP オレンジ 黒 オレンジ

GK 水色 水色 水色 GK 灰色 灰色 灰色

№ 分 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前 延後 分 №

3 1 GK GK 16 1

3 2 DF DF 2 3 80+1

1 ① 3 4 DF DF 4 3

2 3 5 DF DF 5 2

3 6 DF DF 17 2 72

57 2 ① 3 8 MF DF 18 2 HT

2 2 ② 3 10 MF MF 6 3 60

80+1 1 3 13 MF MF 13 3

68 1 ① 3 14 MF FW 9 2 59

57 2 2 ① 3 16 MF FW 10 3 1

74 6 ③ 3 11 FW FW 11 2 2 2

8 3 15 MF DF 20 3 18

16 3 18 FW MF 8 3 9

14 2 17 MF MF 7 2 6

11 3 20 MF DF 3 3 17

13 3 19 MF MF 14 1 2

分 警退 № 分 警退 №

75 警 2 後半 前半 前半 後半

8 13 21 5 2 3

5 2 7 16 7 9

7 4 11 1 0 1

5 4 9 9 4 5

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

№ №

4 14 右CK 14 ↑ 4 HS

10 6 右足S 跳ね返り 10 右足S

11 16 ～ × こぼれ球 11 左足S

16 8 10 → 8 → 16 右足S

11 16 11 ～ → 16 ↑ 11 左足S

8 16 16 ↑ 8 右足S

11 8 16 ↑ 8 H → 11 左足S

14 15 15 ↑ 14 HS

10 17 17 → 10 右足S

〔 〕

一般社団法人　青森県サッカー協会

公式記録用紙
第102回全国高等学校サッカー選手権大会青森県大会

代表決定戦

59 青森山田 杉本　英誉 齊藤　和祈 8－0

79 青森山田 芝田　　玲 別府　育真 9－0

31 青森山田 川原　良介 後藤　礼智 6－0

38 青森山田 米谷　壮史 川原　良介 7－0

青森山田 芝田　　玲 2－0

23 青森山田 米谷　壮史 3－0

間接ＦＫ

ＰＫ

Ｃ１：反スポーツ　Ｃ２：ラフプレー　Ｃ３：異議　Ｃ４：繰り返しの違反　Ｃ５：遅延行為　Ｃ６：距離不足　Ｃ７：無許可入　Ｃ８：無許可去

Ｓ１：著しく不正なプレー　Ｓ２：乱暴な行為　Ｓ３：つば吐き　Ｓ４：得点機会の阻止(他)　Ｓ５：侮辱　ＣＳ：警告２回

時間(分) 得点チーム 得点者 アシスト 得点状況（略号例：ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ～､ｺﾞﾛ→､浮き球↑､混戦×､ﾍﾃﾞｨﾝｸﾞH､ｼｭｰﾄS）

12 青森山田

得
点
経
過

26 青森山田 後藤　礼智 川原　良介 4－0

山本　　虎 杉本　英誉 1－0

27 青森山田 米谷　壮史 後藤　礼智 5－0

14

CK

直接ＦＫ

シュート

GK

前
半

後
半

延長 氏名 理由

小林　拓斗 C２

氏名 理由 延長 後
半

前
半

チーム合計

警告・退場 　正木　昌宣　 監督 監督 三上　晃 警告・退場

別府　育真 芋田　脩南

柿谷　敦月 三上　宗葉

池田　勇気 阿部　莞太

米谷　壮史 成田　涼雅

齊藤　和祈 江藤　雅弥

山下　凱也 千葉　龍磨

福島　健太 小向　　光

杉本　英誉 堀田　一希

後藤　礼智 長谷川陽大

菅澤　　凱 国兼　辰希

川原　良介 葛西慎太郎

芝田　　玲 辻浦　惟吹

小林　拓斗 池田　汐凪

山本　　虎(Cap.) 髙木　　和(Cap.)

小泉　佳絃 奈良　良祐

鈴木　将永 喜村孝太朗

シュート 交代(OUT)位
置

位
置

番
号

選　手　名
学
年

得
点

交代(OUT) シュート 得
点

学
年

選　手　名
番
号

ＰＫ方式 kick off

八戸学院野辺地西高校
２ 後　半 ０

延長前半

青 森 山 田 高 校
９

７ 前　半 ０

０
延長後半

第４の審判員

競
技
時
間

８０分
１１月５日　日曜日

会場名 カクヒログループアスレチックスタジアム（青森市）
天
候

晴れ
気
温

１４℃ 風

山崎　智貴
観衆 3,000 人

主　 審 蛯名　一樹 副 審 ２ 下山　裕 記録担当者 福士　敬之

戦評者氏名 宮本徹郎 （フルネームを記入） 勤務先又は所属 〔青森県立三本木農業恵拓高等学校〕

マッチコミッショナー 主　　　　審

太田　哲 蛯名　一樹

大会名
２０２３年（令和５年） １２時００分

KICK OFF

弱風
状
態

天然良芝 延長２０分
ＰＫ方式水含み

マッチコミッショナー 太田　哲 副 審 １ 菅原　陽平

青森山田1-4-4-2、八学野西1-3-4-1-2のフォーメーションで始まった決勝戦は7年連続同カードとなった。八学野西は奪っ
たボールを2FWの⑨、⑪に預け⑪や⑬のしかけにスピードのある⑨、⑩が関わり攻撃を組み立てる。八学野西は4分アーリー
クロスをヘディングで押し込み決定機を作るが青森山田GKのファインプレーにゴールを割るまでには至らない。その後も⑪の
力強いしかけからGKと1対1の場面を作るがまたしても青森山田GK鈴木のセーブに阻まれる。守備時は1-5-3-2で対応する
八学野西だが、徐々に3MFの両脇のスペースを起点にサイドで数的優位を作る青森山田に主導権を握られる。ミドルサード
で効果的なプレスをかけられずに押し込まれる展開が続き、アーリークロスや両SH⑭⑧のしかけ、SBの関わりでサイドを攻
略した青森山田が11分の先制点を皮切りに追加点を重ね前半で7点を奪う。後半20分⑦、⑧を投入し、1-4-4-2システムに変
更した八学野西は4-4の2ラインの粘り強い守備から奪ったボールをダブルボランチ⑦、⑩へ預けタメをつくることで攻撃に人
数をかけて攻め上がる。⑩のミドルシュートなどで相手ゴールに迫るが、速い切り替えと対人で強さを発揮する青森山田の前
になかなか決定機を作り出すことができない。青森山田はボールを保持する時間帯が増えるが、攻め急ぐことはなくサイドを
起点にさらに2点を奪い試合を決定づけた。

[試合時間] 前半 41:14（1:14） 後半 44:20（4:20） 試合所要時間 1:36:24


